
     

気持ちを整える～はきものをそろえる 

校長  藤原 輝正  

新年が明けて、早いもので明日から２月に入りま

す。１月には、１４日に「どんと焼き」が行われまし

た。今年は餅つきも復活し、飲食有りで４年ぶりの盛

大な会となりました。晴天の下、「１年の災を払い、良

い年に」との願いを込めて実施されたどんと焼きに心

洗われる思いがしました。子供たちも美味しいお餅を

食させていただいたり、貴重な体験をさせていただい

たりして、とても楽しく笑顔が溢れていました。ＰＴ

Ａ本部の方には、かなり前からいろいろとご準備いた

だき、また前日、当日とお力添えいただきましたＰＴ

Ａの皆様、地域の皆様の応援に感謝いたします。 

話は変わりまして、１月最初の全校昼会で子供たち

に、「はきものをそろえる」という詩（右掲）を紹介しま

した。この言葉は、曹洞宗永平寺の開祖である道元禅

師の教えと言われています。友田小の児童用の下駄箱にも、「くつをそろえよう」と揃えら

れた靴の写真が掲示してあり、たくさんの児童がかかとを揃えておいています。小さいこ

とのようですが、はきものをそろえることができる子供は、他のことも丁寧に行おうとす

る様子が見られます。日本の武道も礼である形を重んじます。そこから基本を身に付けて

いく心構えと所作ができるのだと思います。その意味からも、どこにいても自然とはきも

のをそろえられるような子供を育てていきたいと思います。 

大谷翔平選手からのグローブが届きました 

１月下旬に本校にもグローブが３つ届きました。２２日（月）の全

校昼会で紹介しました。子供たちは大喜びでした。２９日より、６年

生から順に回して触れ合っていきます。大谷翔平選手の真心を大切に

していきたいと思います。 

学校関係者各位 

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持っ

てもらうために立ち上げたプログラムを紹介するためのものです。 

この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私

はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるための

シンボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが私が充実した人生を送る機会を

与えてくれたスポーツだからです。 

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からの個人的

なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

野球しようぜ。                 大谷翔平 

              （後ほど、カラーの写真をスクリレで送ります。） 
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◎ 体育館の空調設備完成について 
   

 冬休み前から工事をしていた体育館の空調設備が完成しました。冷・暖房両方使えますが、基本的に 

は夏場の熱中症を予防するための設備であり、冬場の暖房の使用は、体育館を行事で使用するときのみ 

とさせていただきます。 

 また、体育館を放課後や休日等に使用される団体様におかれましては、夏場の冷房の使用のみとさせ 

ていただきます。ご理解・ご協力をお願いいたします。  


